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 国税庁は14⽇、東京、⼤阪両国税局からデータ⼊⼒を委託されていた業者が契約に反して
別業者に再委託し、マイナンバーなど個⼈情報が含まれる約70万件の書類を流していたと発
表した。 

 両国税局から委託されていた会社はシステムズ・デザイン（東京都杉並区）。両局が企業
から提出を受けた、給与や住所、⽒名、マイナンバーが記載されている源泉徴収票などの
データ⼊⼒業務を⾏っていた。 

 マイナンバー法では、無許可の再委託は禁⽌されているが、同社は繁忙を理由に国内の3
業者に再委託していた。再委託先に流した約70万件のうち約55万件はマイナンバーが記載さ
れていたとみられる。両局は同社との契約を既に解除し、今後、⼊札参加資格の停⽌を⾏う
予定。国税庁は「納税者におわび申し上げる」としている。【⽚平知宏】 
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